
《障害児通所支援事業所数及び参加者内訳》
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支援員・幼・保・小

その他

障害児相談支援従事者

指導員･保育士等

児童発達支援管理責任者

管理者



参加者の意見

　⑴　講義について

　⑵　グループワークについて

　⑶　全体を通して

　　○ペアレントトレーニングについて

　　○虐待への対応や気づきについて

　　○性教育について

　　○個別支援計画や個人記録について

　　○地域支援について

　　わかった。

　　なった。

　　○重症心身障がい児や医療的ケアが必要な障がい児への支援について

　　○グループワークの時間がもっと欲しかった。

　　○グループワークでは具体的な議題があったほうがわかりやすく進めやすかった。

　　○他事業所の方と関わる機会が限られているため、大変良い体験ができた。

　　○他の事業所の取り組みを知ることができ、参考になった。

　　○この業界で働き始めて日が浅く、わからないことだらけだったため、大変勉強になった。

　　○家族支援について難しさを感じていたため、行政や他事業所の話を聞くことができ、参考に

　⑷　今後の研修希望等

　　○相談支援や保育所等訪問支援の具体的な流れについて

　　○家族支援の重要性を知ることができ、子どものためには家族との連携が重要だということが

　　○他業種の方との交流ができ、参考になった。

　　○今後に役立ちそうなアイデアをもらうことができた。

　　○こころのコンシュルジュ事業について知ることができ、とても参考になった。

　　○保健師からの講義では基礎的なことからの説明でわかりやすく、勉強になった。

　　○もう一歩進んだ話を聞きたかった。

　　○家族支援の重要性を改めて感じた。

　　○保護者との関係から全てが始まり、信頼関係が大事であるということを実感した。


